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論文要旨 

我々は，公立小学校における児童の理数離れや理数科目の学力低下に対応するために，デジタル教材（FLASH 教材）や

動画などの ICT（情報技術）を授業に取り入れ，指導方法の幅を広げる試みを継続している。現在は，教科算数の授業で ICT

を導入して，授業構成や指導方法を検討している。 

これまでには，授業後に児童の意識を調査すると，「楽しかった」「わかった気になった」という回答が多く得られ，算数

を苦手とする児童に楽しく取り組ませるという点で一定の効果はあることが示唆された。しかしながら，ICT の効果と児童

の基礎学力とを関係づける検討には至っていない状況にある。 

そこで，児童の実際の算数の基礎学力がどの程度なのか，また，算数の基礎学力を向上させるためにどのようなことがで

きるのかに焦点を当て，調査を実施したので報告する。 
 

１．はじめに 

文部科学省は「教員の ICT 活用指導力の基準の具体化・

明確化～全ての教員の ICT 活用指導力の向上のために」と

いう指針を 2006 年 4 月に示し，2007 年 4 月に ICT の活用

が学力向上にどのように影響を及ぼしているかを評価し

た。(1) 

我々は，このような国家施策が示される以前の 2003 年度

から，小学校における ICT を活用した授業に着目しており，

神戸市のいくつかの公立小中学校において， ICT

（Information Communication Technology； 以下 ICT と記述

する）を活用した授業と指導方法の開発を産学官共同で取

り組んできた。(2)(3)(4)(5) 

しかし，現状は ICT に関心の高い学校やコンピュータ活

用の得意な一部の教師によって，比較的 ICT の活用を考え

やすい「総合的な学習の時間」や「教科社会」や「教科理

科」などの教科に限定された活用が大半であり，研究授業

でも実験方法を映像化しやすい教科理科を選択することが

多かった。 

そこで我々は，公立小学校で養護教諭や専科を担当する

教師以外の殆どに教授する機会があり，小学校低学年から

高学年へと学年が上がるにつれて習熟度の差が顕著になり

やすいとされる「教科算数」（以下，算数とする）に焦点を

当てて ICT（主にデジタル教材）を活用した授業構成と指

導方法の検討を始め，現在もその取り組みを継続している。 
 

２． 教科算数に関するこれまでの研究概要：神戸市立Ｋ小学

校でのこれまでの ICT 活用の取り組み 

本研究の対象校である神戸市立Ｋ小学校は，平成 18 年度

～20 年度まで神戸市が進める「分かる授業実践推進事業」
(6)の準推進拠点校として指定されており，「子どもたちが意

欲的に取り組み，算数的活動を通して考える力を伸ばす授

業の工夫」をテーマに教員研修を実践している小学校であ

る。 

Ｋ小学校でのこれまでの主な取り組みは，調べ学習的な

使い方を中心とする「総合的な学習の時間」や，インター

ネット上でデジタル教材を入手しやすい「教科理科」の授

業をコンピュータ教室で行うことであった。 

そこで，ICT が活用できる授業の幅を広げるために，こ

れまで ICT を用いることのなかった算数の授業への導入を

検討した。具体的には，第 5 学年次の児童に教授する「面

積」の 1 単元と，第 6 学年次の児童に教授する「体積」及

び「単位量」の 2 単元で使用するデジタル教材を，アニメ

ーションソフトウエア（Adobe FLASH）を使って制作し，

それらを用いた普通教室での授業を試みた。 

それぞれの授業後に，ペーパーによる児童の意識調査と

教師を対象とした聞き取り調査を実施し，次のような結果
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が得られた。 

(1) 児童の意識 

デジタル教材を活用した授業後の児童への調査結果のう

ち「算数の好き度」について見ると，学期が進行し科目の

難易度が上がるにつれて「算数が嫌い」と感じる児童が増

えてきている。一方「楽しかった」「わかった気になった」

「算数ができるようになりたい」答えている児童の約 6 割

が，同時に「算数の勉強ができるようになりたい」という

意識が強いことがわかった。 

(2) 普通教室で行う科目として 

従来，算数は普通教室で黒板や紙などの使用を中心とし

た授業構成であったので，ICT を活用するに当たっては，

デジタル教材の準備や時間的制約がある中での授業構成な

ど十分な検討が必要である。 

(3) デジタル教材を活用した授業後の教師の意識 

 教師に対する授業後の聞き取り調査では，「デジタル教材の

活用で学習のまとめを児童にわかりやすく簡潔に提示すること

ができた」「学び合いから得た多様な考え方を整理するのにも

効果的であった」「児童の興味を高めるために画面が工夫で

き，教師の発問や児童の反応に合わせて画面をテンポ良く展

開することができた」「学習のまとめの時間が短縮でき，話し合

いや練習問題を解く時間を確保でき，繰り返しの説明も容易で

ある」など，教師自身，授業での手応えを感じた様子であった。

デジタル教材内容の制作や機器の準備に手間や時間がかかる

欠点はあるが，授業の狙いに合わせた効果的なデジタル教材

があれば，必要な部分を組み入れることによって授業効果が上

がる可能性が示唆される結果であった。 

(4)デジタル教材の一例 

 図 1 に示したものは，第 5 学年次の算数単元「面積」で

活用したデジタル教材の一例である。 

デジタル教材は，教科書に準拠した内容を視覚的に表現

できるように，アニメーションソフトウエア（Adobe 

FLASH）を使用して作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 第 5学年次の算数単元「面積」で活用したデジタル教材 

３．Ｋ小学校における基礎学力の定着に向けて 

前述したように，授業後，児童への意識調査を実施する

と「楽しかった」「わかった気になった」など「算数ができ

るようになりたい」という希望的な意見も含めた前向きな

回答を多く得ることができた。しかしながら，ICT の効果

と児童の基礎学力とを関係づける検討には至っていない状

況にある。 

そこで，児童の実際の算数の基礎学力がどの程度なのか，

また，算数の基礎学力を向上させるためにどのようなこと

ができるのかに焦点を当てた調査を実施した。それらを踏

まえて，Ｋ小学校児童の基礎学力定着に向けての取組みを

検討した。 

 

3.1 調査概要 

本研究の調査対象者は，神戸市立Ｋ小学校に 2003 年度に

入学し，2008 年度第 6 学年となる 4 クラス(145 名)で，こ

の学年が第 5 学年次からが調査を開始した。 

児童が第 5 学年次に，神戸市小学校教育研究部算数部作

成の思考力テスト（以下，確認テストと記す）や全国学力

状況調査を実施した。その結果を分析すると，思考力を問

われる問題の正答率が低いことが分かった。個別に詳細な

分析をすると，成績下位の児童の答案は，立式はできてい

るのに計算間違いをしている，あるいは立式そのものもで

きないといった事象が多いことが分かった。 

こうした結果を受けて，Ｋ小学校では児童の算数の基礎

学力定着に向けた取り組みを開始した。思考力を問われる

ような文章問題については，課題別のグループに分けた学

習を実施し，ひとつの考え方だけでなく，複数の考え方が

できるよう練習を積み重ねた。その結果，最後まであきら

めずに式を考えることができるようになったが，計算がで

きないために最終的に不正解になってしまうという課題が

残り，計算力を高めることが重要であるという認識に到っ

た。 

神戸市の大半の公立小学校では，予てから「朝のさわや

か学習」という時間を設けており，授業開始前の約 15 分を

使って読書やマラソンなど行っている。調査対象の児童が

第 6 学年に進級してからは，新たに計算学習のメニューを

取り入れ，教員が作成したプリントを使って計算を重点的

に行う時間を設定した。図 2 は，取り組みの実施状況を表

したものである。 
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図 2 算数の基礎学力を上げるための取り組み経過 

 

3.2 Ｋ小学校における基礎学力の実態 

(1) デジタル教材を活用した授業後のアンケートと確認テ

ストの関連 

本研究の対象である児童は，第 5 学年次に ICT（おもに

デジタル教材）を使用した算数の授業を受けており，授業

後には意識調査を行っている。その内容と，第 5 学年次に

行った確認テストとの関連を見ると表 1 のような結果にな

った。 

確認テストで 80 点以上を獲得した一人を除いた全員が

ICT を使った授業に楽しさを感じており，授業への集中に

対するポイントは点差にかかわらず高い。さらに，算数が

得意であるかという意識については，80 点以上であっても

得意ではないと感じていた児童がいる一方で，19 点以下で

も得意だと答えた児童がいる。これらは，算数をやろうと

する動機づけになる可能性が示唆されたと言えるが，逆に

見ると，ICT の使用が必ずしも基礎学力の定着に結びつい

てはいないことを表している。そして，算数の理解度では，

19 点以下しか獲得できなかった児童も ICT を導入した授業

で「理解できたと思う（少し思うも含め）」と答えている。

しかし，実際の成績と伴わないことを考慮すると「わかっ

た気になった」と表現する方が妥当な結果であったと言え

る。 

 

表 1 ICT を用いた授業後意識調査と確認テストの関連 

 
 

(2) 第 6 学年次の確認テストの結果 

 さらに取り組みをスタートさせる前に，第５学年次に実

施したものと同じ確認テストを行った。その結果，成績上

位層の割合は変わらないものの，0 点から 39 点までの児童

数が第 5 学年次より 2 倍に増えており，基礎学力の定着に

向けて対策が急がれる結果であった。（表 2） 

表 2 確認テストの結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 目指す児童の姿 

児童の全体的な学力を調査する一方で，Ｋ小学校が目指

す児童の姿について教師に聞き取り調査を実施した。多く

の教員に，「できるようになることはうれしいと感じてくれ

るような児童に育ってほしい」や「好奇心旺盛で，どんな

ことにでも挑戦しようとする前向きな児童になってほし

い」という期待があり，それを達成するために「できるだ

け喜びを味わわせてやらなければならない」あるいは「人

と比べる評価ではなく，自分自身の中で「前よりもできる

ようになった」という評価やその向上が実感できるような

学習をさせたい」という教師自身の希望についても明確に

なった。 

－45－

学業不振児童の学力向上を意識した教科算数における指導方法の一考察



  

3.3 朝の計算学習 

(1) 取り組みの過程 

 ICT を導入した授業は，算数への動機づけにはなっても

基礎学力の定着に結びつきにくいことが明らかになった。

このことを踏まえ，朝のさわやか学習時間に計算学習の時

間を設けるよう計画した。 
（ステップ１）計算プリント：計算の基本となる四則の計

算が含まれている小数の掛け算と割り算のプリントを

5 回実施し，各回の番号ごとに同じ傾向の問題を出題

した。採点後は，個別に何が苦手なのかを分析し，児

童自身にも何故間違っているのか原因を考えさせた。 

（ステップ 2）課題別学習：通常の時間割の関係上 4 クラ

スを 2 クラスに区切って，さらに 2 クラスの児童を個

人のレベルに合わせた 3 つのコース別にグループ化

（学年全体で 6 グループ）し，苦手な部分を強化する

学習に取り組んだ。 

【A コース】掛け算グループ 

【B コース】簡単な割り算グループ 

【C コース】四捨五入やあまりのある割り算グループな

お，児童がどのグループに入るかは，一部

の教師と相談してグループを決めた児童以

外は，ステップ１での自己分析等も踏まえ

て児童の自主的な決定とした。 

（ステップ 3）計算プリント：ステップ 2 終了後，ステッ

プ 1 と同じ問題を実施した。 

 
資料１ 【 A コース】【B コース】【C コース】で利用した

プリント 

 
【 A コース】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【B コース】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
【C コース】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Aコース 計算プリント NO.1
6年 組 名前（ ）

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

1 2
×3 2

3 2
×2 1

3 5
×4 3

4 2
×5 8

5 2
×4 6

2 8
×1 2 1

3 5
×2 1 8

4 6
×3 2 4

3 .5
×0. 2 1

4 .8
×0. 5 3

Bコース 計算プリント NO.2
計算力アップ補充プリント

◎次の割り算をしましょう

①

②

③

3.6÷0.09＝

3.6÷0.2＝

0.3 9.6

④

0.6 78

⑤

0.9 7.29

⑥

1.7 2.27

⑦

4.7 91.24

⑧

0.27 48.6

⑨

8.2 79.7

⑩

6.4 24.2

○割り切れるまで計算しましょう

6年 組 名前（ ）

Cコース 計算プリント NO.4
◎商は1/10の位まで出して

余りも求めましょう。

③

5.5 57.35

④

4.5 7.253

⑤

0.85 663.6

⑥

3.6 09.27

⑦

5.4 72.80

⑧

2.1 89.32

⑨

0.77 982.5

⑩

0.56 436.2

①

4.2 05.12

②

7.8 6.240

6年 組 名前（ ）
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(2) 朝の学習の結果 

ステップ１～3 の流れで計算学習に取り組み，1 と 3 で

実施したプリントの全体平均値と標準偏差を比較すると，5

月より 7 月の方がわずかではあるが平均値が上昇し，標準

偏差も縮まる結果となった（表 3）。 

 
表 3 朝の学習テストの結果（5 月実施分と 7 月実施分） 

 
 
 更に，確認テストの結果別にステップ１とステップ 3 の

平均値と標準偏差を見た（表 4）。確認テストで 100～80 点

の高得点グループは 5 月と 7 月で標準偏差に若干の開きが

出たものの，平均得点は依然として高い。19～0 点のグル

ープは，標準偏差に大きな開きがないまま平均値を約 8 点

上げている。その他のグループも，標準偏差を大きく広げ

ることなく，得点平均値を上げる結果となっている。 
 

表 4 確認テスト取得点数別朝の学習テスト結果 

 

 
４．考察 

 算数の基礎学力定着に向けた取り組みは，学年全体で平

均値を上げることに成功した。高得点を取れる児童は高得

点を取れるレベルで安定させ，取得点数の低かった児童に

は「わからない」「わかった気になっていた」ものが「わか

った」に変化する機会が得られたということになる。 

特に，確認テストで，19 点以下だった児童の全員が 8 点

前後のプラス得点をあげている。これは，同じ問題のプリ

ントを何度も使う反復の練習と,同じ個所が苦手な児童が

集まるグループ別の学習を実施するという 2 つの点におい

て効果があることを示している。それと同時に，こうした

継続学習を付加しなければ基礎学力の定着が難しいことも

示唆している。 

 今後は，ICT を導入した授業やステップ学習を組み合わ

せて，授業で引き出した児童の興味関心を継続させて学力

として定着させる方法を検討していく必要がある。なかで

も，ステップ 2 のような学習グループのコース内容や学習

時間等の検討は，児童が学習を継続することの必要性を理

解する上でも大切であることを踏まえる必要であり，熟慮

を要する。 

５．おわりに 

小学校において授業に ICT を導入することは，これまで

の授業方法を変化させることであり，教師にとってはこれ

までの安定を崩す要素にも行き詰っているときの風穴にも

なりうる。詳細な検討を重ねて実践した授業は，多くの検

討の余地があるとはいえ，成績下位層に授業の興味関心を

引き出し，同時に授業に対する教師の自信をも引き出す一

定の成果を収めた。しかしながら，児童の興味関心が一時

的で基礎学力の定着に結びついていない実態があり，ICT

の導入からさらに一歩踏み込んだ工夫が求められて今回の

取り組みに至った。 

本稿で報告したステップ学習はアナログな方法での実践

であるが，今後は継続学習にも ICT を導入した方法が考え

だされることもあるだろう。いずれにしても，一人でも多

くの児童の「わかった」を引き出す指導方法の検討と実践

を，我々も継続することが肝要である。 
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